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第 32回定期総会を開催！ 

２０1７年活動方針を採択！ 
交通運輸政策の実現と労働環境の改善を目指し、 

さらなる大同団結のもと、魅力ある運動を展開しよう!!」 

 

交運労協は、10 月 6 日、都内・「全日通霞が関ビル」において第 32 回定期

総会を開催した。来賓として、連合の南部美智代副事務局長をはじめ厚生労働

省から酒光一章総合政策・政策評価審議官、国土交通省から松本年弘総合政策

局公共交通政策部長、民進党・馬淵澄夫選挙対策委員長、社民党・吉川元政策

審議会長にご出席いただいた。また、交運労協政策推進議員懇談会の近藤昭一

衆議院議員(会長）、赤松広隆衆議院議員(顧問）、辻元清美衆議院議員(事務局

長）、郡和子衆議院議員(幹事)、泉健太衆議院議員（幹事）、藤田幸久参議院議

員(幹事）、江崎孝参議院議員(幹事）、および 4名の衆参議員秘書が出席した。

議事は 2016年活動報告および決算報告、2017年活動方針及び予算案を提案し、

満場一致で採択した。 

新役員には住野敏彦議長（再：私鉄総連）、髙松伸幸事務局長（再：運輸労

連）等が選出された。  

                                

 

総会は、難波淳介副議長（運

輸労連中央執行委員長）の司

会・開会挨拶で始まり、松谷

哲治事務局次長からの資格審

査委員会報告を行い、総会成

立確認後、議長団に手水辰也

代議員（交通労連）、唐澤武臣

代議員（国労）を選出し、議

事を進行した。 

 

[議長団に手水、唐澤両氏を選出] 

 

http://www.koun-itf.jp/


 [住野敏彦議長 挨拶要旨] 

○今年も多くの自然災害が発生し、4 月に発生した熊本地震をはじめ、8 月以

降の台風により、北海道・東北地方などで甚大な被害をもたらし、交通運輸産

業も含め、復旧・復興に多くの時間と費用が必要になる。東日本大震災から 5

年 7カ月を向かえようとしているが、生活再建に不安を抱かれている被災者が

数多くいる中で、風化させることのなく引き続き自然災害へ取り組みを推進し

ていきたい。 

○1 月 15 日、軽井沢において、スキーバス転落事故により、15 名の尊い命が

うばわれる大惨事が発生した。要因は規制緩和による過当競争の中で、法令順

守の軽視や安全に対する希薄と、チェック体制の不備が招いた結果である。こ

の事故を受け、国土交通省の「事故対策検討委員会」において、6月に取りま

とめがされた。今後、新たなルールをもとにどれだけ実効性があげられるかが

課題である。引き続き、「安全・安心な輸送サービス」の確立に向けて取り組

みを進めたい。また、ライドシェア（白タクの合法化）や民泊問題、さらには、

過積載や過労運転への対応、長時間労働の是正、人員確保、適正料金収受など、

労働環境に起因する問題についても改善に向けて取り組みを強化していきた

い。 

○7 月に行われた第

24 回参議院選挙の

取り組みについて

感謝申しあげたい。

しかし、交運労協が

推薦した組織内候

補 3名、準組織内候

補 7 名のうち、5 名

が落選となった結

果は重く受け止め

なければならない。

政策実現と政治は両輪であり、重要な取り組みである。しっかりと総括し今後

の対応について議論を積み重ね、引き続きのご協力をお願いしたい。 

○交運労協は 1987 年に結成された。この間、三役・幹事会や組織強化検討委

員会、組織財政整備検討委員会において、組織運営や財政のあり方など協議を

行い、一歩一歩着実に前進し、地方交運や県交運も結成された。時代の移り変

わる中で交通運輸産業の置かれている現状を認識し、社会的地位の向上と魅力

ある産業の実現に向け、スケールメリットを活かした活動を展開しなくてはな

らない。この 30 年の歩みを総括し、将来に向けた交運労協のあり方や課題に

ついて丁寧な議論を積み上げ、一定の方向性を見出していける一年にしたい。

各構成組織の格段のご理解と協力をお願いしたい。 



 

[南部美智代 連合副事務局長 挨拶要旨]  

日頃から、陸・海・空の安全ならびに適切で快適な運輸のご尽力に敬意を表

したい。 

 先の参議院選挙では非常に残念な結果となった。働くわたしたちにとっても

厳しさはまったく変わっていない。解散総選挙が年明けともささやかれている

が、連合としては「働くことを軸とする安心社会」の実現に向けた取り組みを

めざし対応したい。そのためには、横の広がりと縦の運動をつなげ連合が一体

となった取り組みを常に行

い、「クラシノソコアゲ応援

団」連合キャンペーン第二段

を取り組むため皆さんのご協

力をお願いしたい。 

政策制度の課題は、雇用と

社会保障の不安定解消をはじ

め、将来の好循環への転換が

必要である。 

2016 春季生活闘争においては物価上昇がほとんど見られない中、三年連続

賃上げが実現でき、地域にも波及できた。2017 春季生活闘争については、11

月 25日の中央委員会に向け現在、議論が開始されている。 

組織拡大の課題について、1000 万連合の実現に向け交運労協の皆さんにも

ご尽力をいただきたい。連合としても、連携をさらに強めていき、共にがんば

りましょう。 

 

[各来賓からの挨拶]   

厚生労働省から酒光一章総合政

策・政策評価審議官、国土交通省か

ら松本年弘総合政策局公共交通政

策部長、民進党・馬淵澄夫選挙対策

委員長、社民党・吉川元政策審議会

長から挨拶を頂いた。また、政策推

進議員懇談会を代表して会長の近

藤昭一衆議院議員、からも挨拶をいただいた。 

 

 [髙松伸幸事務局長から活動方針等を提案] 

髙松伸幸事務局長より「2016 年活動報告」「2017 年活動方針(案)」、慶島譲

治事務局次長より「2016年決算報告」「2017年予算(案)」の提案を行った後、

質疑応答に入り、以下の発言を受けた。 



 

[発言者と発言項目] 

 

ＪＲ連合：  

 交通運輸産業において、新たな動きが顕在化していることも視野に入れ、

直面する課題を直視したうえで将来を見据え、中長期的に公共交通のあり方

を検討し形成していかなければならない。 

一例として、自動車の自動運転技術開発の推進があげられる。自動運転車

の導入・普及は、近未来の交通体系に大きな影響を及ぼすことは間違いない。 

あくまでも安全の確保が交通体系構築の大前提ではあるが、技術開発が進

み、安全が確保され利便性が高まれば、公共交通化し、既存の公共交通の利

用者は減少、淘汰に繋がり得る。むしろ、鉄道やバス等においても自動運転

化される可能性は多分にあり、労働力も大幅に不要とされる、極めて危機的

な未来を想像せざるを得ない。したがって、自動運転は一定の役割を担い構

築されていくものであるとしても、中長期には既存の公共交通も混在するも

のと想定する。こうした動きを念頭におきつつ、既存の公共交通モード間の

役割分担や協議体制を明確にし、総合的な交通体系の構築が必要である。モ

ードごとに必ず残る役割があり発展させることができる分野・要素がある。

棲み分け、役割分担や必要性をすべての関係者が議論・検討して認識を共有

し、相乗効果を図っていく努力が求められると考えている。交運労協の考え

方を確認したい。 

 持続可能な交通体系の構築・発展について、特に地方公共交通は厳しい状

況にある。また、自然災害によって公共交通も大ダメージを受けている。交

通政策基本法などの制定・改正によって環境整備は図られているが、現行で

は不十分であり、行政の縦割感があり、総合交通政策にはなっていない。全

てのステークホルダーによる「チーム公共交通の形成」が必要である。交通

政策基本法の理念に則り「交通のベストミックス」など総合交通政策を打ち

出すべきであり、持続可能な将来の地方公共交通を維持していくための根本

的な土壌形成が図られるべきである。利用者、地域住民に対して、訴え、働

きかけをしていく必要がある。交運労協においてもより強い情報発信など運

動方針に反映していただきたい。 

 バス関係について、新規参入を止めて、悪質事業者を整理することが先決

である。国交省も事故対策を取りまとめで監査体制の強化など予算確保を行

っているが、働く者の立場から事故を発生させないためチェック機能を働か

せていく必要がある。また、貸切バス運賃料金制度ＷＧフォローアップ会議

で料金見直しがなされ一定の成果がでているが、高速バス料金についても同

様にチェックしていく必要がある。交運労協の考え方をお聞かせていただき

たい。 



 

ＪＲ総連：  

第 24回参議院選挙において、私どもの組織内候補である「田城かおる」

に対し、交運労協として推薦決定をしていただき、全自交の仲間のみなさん

に応援をしていただいたことに、この場を借りてお礼を申し上げる。全力を

あげてたたかいましたが、結果は次点という悔しい結果となった。 

たしろ前参議院議員は、現在ＪＲ総連の政治政策局長として、引き続き政

策課題の実現に向けて奮闘していくので、引き続き交運労協からのご指導・

ご鞭撻をよろしくお願いしたい。 

自然災害における鉄道事業者への国等の支援制度の見直しについて、８月

に北海道を３つの台風が襲い、ＪＲ北海道に甚大な被害をもたらした。 

東日本大震災の津波による状況と同じで、鉄橋が３つも流され、路盤が流

失し、通信ケーブルが切断され、膨大な量の倒木や泥水が線路を覆い、長期

間にわたって鉄道が寸断され、鉄道運輸収入の減収は 40億円を超えること

は避けられない見通しで、石北線については、10月 1日から仮復旧し、旅

客・貨物輸送も再開されているが、石勝線や根室線の復旧には、まだかなり

の時間を要し、これらの復旧費用も過去最大となり 50数億円となる見込み

である。国は激甚災害と認定しているが、鉄道事業者に対しての適用はされ

ず、現行の災害復旧費事業補助金制度では、国と道が４分の１ずつとなり、

鉄道事業者が２分の１を負担することになり、厳しい経営状況のなかで、25

億円を超える復旧費用の負担は、鉄道事業の存続すらも脅かすことになりか

ねない。最近、台風による被害は全国各地に大きな爪痕を残しており、その

たびに地方における鉄道が寸断されることが懸念される。ぜひとも、鉄道事

業者への負担を軽減するために国等への働きかけをお願いしたい。 

 

全港湾： 

 労働力不足、労働環境の整備など交通政策について実現するためには業界

団体を巻き込んだ議論が必要と考える。そのためにもトラック協会をはじめ

とする業界団体との交運労協として協議体制を確立していただきたい。 

 また、地域・社会・国民に交通産業の実態をアピールし、理解していただ

くために、一昨年に行った「燃油費高騰の是正を求める総決起集会」のよう

な集会・請願・デモなどの行動を行っていただきたい。 

 

私鉄総連： 

 先の参議院選挙での支援に対し感謝を申し上げる。今後、交通運輸産業労

働者の地位向上、労働上条件の向上、交通政策実現に向け努力することでお

返ししていきたい。 

 



 

[活動方針等の採択] 

 議長団の采配により、2016 年の活動報告と決算報告、2017 年の活動方針案と予

算案の提案に対して、拍手による採択を求め、いずれも満場一致で採択した。 

  

[新役員を選出]（別添） 

 役員選出は縄野徳弘役員

推薦委員長（交通労連書記

長）より新役員選出に至る

経過が報告された後、立候

補者の氏名が発表された。

議長団は総会に付議された

事案として取り扱い、新役

員体制は満場一致で承認さ

れた。続いて、旧役員の武

井政治副議長（ＪＲ総連)が

退任の挨拶をした。次に、新役員を代表して、再任された住野議長(私鉄総連)

が挨拶をした。 

 

[『総会宣言』を採択]（別添） 

別紙に添付した『総会宣言』（案）を松谷哲治事務局次長が読み上げ、満場

一致で採択された。 

 

[後藤常康副議長（サービス連合会長）の閉会挨拶] 

来年、結成 30 周年に向け

今後の交運労協のあり方な

ど、各構成組織の意見をきき

ながら活動を進めていきた

い。引き続き、交運労協の活

動・運動への積極的な支援、

協力をお願いしたい。 

 

[住野敏彦新議長（私鉄総連）

の団結ガンバロウ] 

閉会挨拶後、住野議長の音頭で団結ガンバロウを行い、散会した。    

 以 上 

 



 



 

 



 
 


